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14.ロ ト ン 間 相 互 作 用
名大 ･理 石 川 幸 志
ランダウの現象論的な ロ トン ーフォ ノン相互作用を入れた,ロトンと'フォノ ン の 第 2量
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の様に求める｡こ こ で to>はフォ} ンについての基底状態を表わす｡




dipole型相互作用 を っくるpV項とCohen & F e y f)m a r) の ロ トン間相互作用とし
て求める apA 項 -ま で 入れたQ-0のロ ト ン 閏 相 互 作 用 は
wo(｡｡′) - {意 (p. p′ ･ p - p, ) 2
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となる｡その d成分として,




































- p o ) 2
で与えられるパラメ ーターである｡
(3式 より, p-p′でW e-2 (p ,p/) は 0とな り, pキp/では 1.oA-10
く p,p′<2･42A~1 問で(3)の 〔 〕の 中が負になるために,W誓 2rp,p′)
>0であることがわかる｡従って上の結果からはフォノンを媒介にする･ロ トン間相互作用
のlong rangeからの寄与ではラマ ン散乱 の two rotor)bour7d state をっ くり
えないことがわかった｡
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